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だけでみても高い値だが、実際の検査時間も心臓検
査は平均して長いので、検査室の占有率をもし考え
たなら、かなりの高値になるはずである。一般的な
使われ方の統計と比較すると、心臓検査抜きの割合
ではほぼ同等と思えるが、とにかく心臓検査数をこ
なしているといえる。（図2）
　MRI検査は狭心症や心筋梗塞などの虚血性心疾患
の診断に対して、臨床レベルに有効な検査法として
注目されている。一般的に虚血性心疾患の検査・治
療には、従来より胸部X線撮影・心電図検査・超音
波検査・核医学検査・X線シネアン麗麗等々様々な、
モダリティが用いられてきたが、それぞれに対応す
る検査が、約1時間の㎜検査により実施され評価
でき得る。虚血性心疾患の検査では、心筋の状態を
つぎの3つに分類し評価することが重要であり、正
常心筋、壁運動は低下しているがバイアビリティの
保たれている冬眠心筋、そしてバイアビリティの失
われた梗塞心筋。これらを鑑別することが、血行再
建術の適応や、その後の治療方針決定のうえに最も
重要であり、MR工検査では①虚血部位の同定　②局
所壁運動の評価　③梗塞巣の描出などから、虚血性
心疾患の総合評価が可能である。（図3、図4）
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図説4　心臓MRI画像
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　　　　　　　　　考　　察
　循環器科の強い要望で導入された機械だけあって、
心筋の検査数は全国有数であり、著明な特微となっ
ている。さらに当院診療科に脳神経外科がなく頭部
検査の要求が一般の総合病院に比し少ないことで、
比較的時間の余裕があると考える。しかしながら、
心筋の検査は薬剤負荷を伴い（曜日を決めて集中的
に能率よくおこなってはいる）が、循環器科医の負
担も少なくはない点も無視できない事実である。ま
た汎用機に比べ、ボア径が狭いことで、閉所恐怖の
強い被検者への負担増強や、でき得る検査の限定も
強いられている。これらの事柄が一つ一つ影響し、
このような状態を作り上げたと考える。
　　　　　　　　　結　　論
　従来より、MRI検査はX線CTの不得意分野である
脳・神経・軟部組織領域などで活躍してきたが、最
近の技術の進化により、多様な使われ方をし始めて
いる。それが、当院にとっては心臓検査であり、今
後このような特徴をもつ施設が複数現れてくること
であろう。
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